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◆夏の映画会
　屋外で楽しむ映画会です。夏の夜を楽しもう！
▶日時　７月19日㈮午後７時半から8時半まで
▶上映作品　「すずめどんの鬼たいじ」「のっぺらぼ
う」「不思議の国のアリス」
※　夜間イベントのため、保護者と参加してくださ
い。雨天時は館内お話室での上映となります。
◆こわーいお話会
　いつもとはちょっと雰囲気が違うお話会です。
▶日時　７月27日㈯午後５時半から６時半まで
※夜間イベントのため、保護者と参加してください。
◆子ども図書館体験
　カウンター業務などの仕事を体験できます。
▶日時　8月７日㈬午前10時から午後3時まで

子ども向け夏休みイベントの紹介 ▶定員　10人（小学生）
▶持ち物　利用カード、弁当、上履き、筆記用具
▶申込期限　8月５日㈪

◆課題図書を貸し出しています
　第65回青少年読書感想文全国コンクールおよ
び第52回岩手読書感想文コンクールの課題図書
を貸し出しています。貸出期間は１週間です。
より多くの児童・生徒に貸し出せるように協力
をお願いします。
◆朗読者を募集中
　8月23日㈮に開かれる「真夏の夜の朗読会」
の語り手を募集しています。詳しくは図書館へ
問い合わせてください。
▶応募期限　７月31日㈬

東洋一の硫黄鉱山「松尾鉱山」の始まり

◆硫黄の大露頭を発見し鉱業権を得た佐々木兄弟
　松尾鉱山の硫黄鉱床を最初に発見したのは、旧松
尾村の佐々木和七、和助兄弟です。津軽街道に面し
た佐々木兄弟の隣家は、一獲千金の夢を持った鉱山
師の定宿となっていました。鉱山師に接する機会が
多く、濁っている川の上流には鉱物があるとの認識
を持っていたと思われます。明治15（1882）年、佐々
木兄弟は、赤く濁っている赤川をたどって山を登り、
硫黄の大露頭を発見し
ました。
　明治21(1888）年７月
７日、鉱山の試掘願を
役所に提出。同年8月
15日に鉱業権を取得し
ました。

◆紆余曲折を経て開かれた鉱山
　鉱床がある八幡平地域は密林地帯。佐々木兄弟の力
だけでは密林を切り開くことができませんでした。人
手や資金が不足し、開発は思うように進みません。頼
った仲間に鉱業権を売却されたり、他の競争者が現れ
たりして、硫黄の宝庫は眠ったまま鉱業権は転々とし
ていきました。
　明治40年頃、鉱業権は押野常松氏に渡り、代理の小
貫養三氏が鉱山を任されました。小貫氏は輸送路設置
を進めました。松尾地区畑集落への山道を広げ、木の

館内に展示している試屈願 鉱山で最初の輸送機関

レールを敷設。硫黄鉱
石を載せた二輪車を人
力で走らせて運搬する
ことができるようにな
りました。いよいよ採
掘が始まり、鉱山が開
かれました。
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